
 
 

第９回定時総会記念研究会 アンケート  ２０１７年６月２５日 

 司法書士法教育ネットワーク 第９回定時総会記念研究会  

「なぜ、法教育の取り組みが求められているのか」 ― 

 

【アンケート回答数 ８件】 

１.本日の記念研究会（全体）にご満足いただけましたか（○をつけてください） 

【  大変満足 13 ・  満足 3 ・  少し物足りなかった 0 ・  不満 0 】 
 

〈理由〉 

・法教育についてヒントを与えられた 

・グループ討論で他県のかた達ともお話する機会もありよかったと思います。 

・学校の先生のスキル講座は大変示唆に富んでいます。 

・非会員で司法書士でもないので、司法書士の方の話が聞けたのはいい経験でした。 

・具体的な事例や学校の教員の方の話など多角的に聞けた点。 

・自分の法教育に対する考え方もまちがっていないことが確認できたのと、こんなにも熱のある方々 

がたくさんいらっしゃることがわかりうれしかったです。 

 

 

 

２.本日の記念研究会（全体）についての感想をお聞かせください。 

・石井さんのご報告は特に迫力があっていろいろと考えさせられました。 

・大きな話・具体的な話・スキルの話と短い時間で大変バランスの取れたプログラムでした。 

・河村先生の講演が大変勉強になりました。また、司法書士法施行規則第 31 条との関係についても

興味深かったです。 

・単位会によらない横断的な集まりでの取り組みを聞ける貴重な場であると思います。当会からも 

定期的に参加するようにしていきたい。 

・もっと討議の時間があってもよかったと思いました。（複数名） 

・石井さんの話は何年かに一度聞いて初心に返る機会をもらっています。 

・研究会後大変モチベーションがあがりました。 

・構成もよく練られており、久しぶりに集中して話を聞きました。 

 

 

３．今後、当ネットワークの研究会やシンポジウムで取り扱うことを期待するテーマ・課題等に

ついてご意見があれば、お聞かせください。 

・今後の貴ネットワークの具体的な方針 

・司法書士にとって「正確さ」にこだわってしまう傾向があるというお話がありました。「正確さ」

にこだわらない力について研鑽するテーマは重要な気がします。 

・色や絵（図示）を用いた法教育についても深められたらいい。 

・思考型・社会参加型を目指す法教育にあって法知識の果たす役割は何なのか（ないのか）というこ

とを研究上の関心としてあります。（研究者の方の回答） 

・「法教育を提供する側」の話だけでなく、「授業を受ける側」の生徒さん・学生さんのお話を聞く時

間があればよいなと思いました。 

 

 

 


